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H30当初 H30補正＋H31当初

(1)公共施設等の災害復旧、 249億円
　　災害関連事業（地すべり、農地、林道等）　　　　　　　 

(2)経済被害への対策　　　　　 0.5億円
　　　（農業、林業、観光の各分野）

(3)被災者への生活再建支援　0.5億円
　　　（災害援護資金貸付金や被災世帯支援）

(4)発電所災害復旧 ※企業会計    2億円
　　　（ダムの災害復旧）

９月補正予算　約252億円１
(1)公共施設等の災害復旧　　18億円
　　　（治山ダム、保育施設、漁港等）

(2)経済被害対策　　　　　　　　 １億円
　　　（農業用施設や機械）

(3)被災者の生活再建     1.5百万円
　　　（被災世帯への支援）

　　※７月豪雨関連予算
　　　＋台風第20号・第21号・第24号
　　　　　関連予算

12月補正予算　　約19億円２
①インフラ未整備箇所の対応　141億円
　　・河川改修（41億円）や道路の防災事業（22億円）：土木部
　　・ため池の改修（10億円）、地すべり対策（６億円）：農、林、土
　　・漁港施設の防災事業や防波堤整備など（4億円）：水産振興部
②ダメージを除去し、後の大きな被災を防ぐこと　156億円
　　・公共土木施設や園芸用ハウス等の災害復旧など（127億円）：商、農、林、水、土
　　・土砂や流木の撤去など（3.4億円）：水、土
③急激に悪化する事態への対応　７億円
　　・防災行政無線の再整備（6億円）
　　　　防災アプリの開発　など：危機管理部
④その他　19億円
　　・避難所などの補助金（6億円）や被災者生活再建
　　　支援基金（3.6億円）：危機管理部

　平成31年度当初予算　　約３２３億円（精査中）３

豪雨等災害対策関連事業予算見積概要

＋ ＋

災害復旧を急ぐとともに、平時から、ハード・ソフト両面で豪雨等の災害対策を実施することで、防災・減災対策を推進！

平成30年11月27日
危機管理・防災課

豪雨本部の動き　⇒　■ 9/14　第１回本部会議開催　　　　■11/27　第２回本部会議開催　

　豪雨等災害対策関連事業　 総額 約５９４億円　 ※12月補正及び平成31年度当初予算は、見積り額
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図１：予算の推移 図３：H30補正＋H31当初の内訳①（視点別）図２：H30補正＋H31当初の内訳②（対象災害別）
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資料２

補正予算と当初予
算により災害復旧や
豪雨等災害対策を
切れ目なく実施！

※ ※

H31当初の内訳

７月豪雨後
H30補正＋H31当初

（視点ごとに主な事業を記載）

数値は四捨五入しており、合計が合わない場合がある
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